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ＪＰ労組福井連協退職者の会　第４回総会

福
井
連
協
た
よ
り

発行責任者

近藤源一郎

編集責任者

政所峯子

　

福
井
連
協

退
職
者
の
会

（
山
本
忠
会

長
）
は
、
去

る
８
月
19
日

（
日
）、
福
井

駅

前
「

ア

オ
ッ
サ
」
に

お
い
て
第
４

回
定
期
総
会

を
開
催
し
ま

し
た
。

　

総
会
に
は

連
協
幹
事
の

他
、
支
部
代

表
者
12
名
と

福
井
県
退
職

者
連
合
の
福

田
会
長
、
Ｊ

Ｐ
労
組
北
陸

退
職
者
の
会
串
田
事
務
局
長
、

国
民
民
主
党
か
ら
斉
木
武
志
衆

議
院
議
員
、
西
畑
ち
さ
よ
福
井

県
議
会
議
員
、
Ｊ
Ｐ
生
協
高
村

北
陸
地
方
部
長
等
の
ご
来
賓
の

ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
過
去
１
年
間
の

活
動
経
過
報
告
と
決
算
報
告
、

並
び
に
向
こ
う
一
年
間
の
活
動

方
針
と
予
算
に
つ
い
て
提
案
・

審
議
さ
れ
、
①
会
員
の
拡
大
、

②
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
③
「
小
沢
ま
さ
ひ
と
」
と
「
西

畑
ち
さ
よ
」
両
組
織
内
候
補
者

の
必
勝
―
―
を
柱
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
全
会
一
致
で
確
認

し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
お
も
て
な
し

イ
ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
福

井
東
部
支
部
（
梅
田
会
長
）
が

来
年
５
月
20
日
に
『
丸
岡
城
＆

三
国
ま
つ
り
の
見
学
』
を
実
施

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会
員
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
10
％
増
を
目
指
し
て

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

役
員
の
改
選
で
は
、
新
会
長

に
近
藤
源
一
郎
さ
ん
、
新
副
会

長
に
塚
本
隆
さ
ん
、
新
事
務
局

長
に
政
所
峯
子
さ
ん
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
新
幹
事
に
は
長
谷

川
光
男
さ
ん
、
吉
村
吉
左
右
衛

門
さ
ん
、
桒
原
春
美
さ
ん
、
橋

詰
二
三
夫
さ
ん
、
大
和
伸
夫
さ

ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

組
織
結
成
時
か
ら
の
山
本
忠

会
長
と
幹
事
の
高
島
文
明
さ
ん

と
西
辻
民
子
さ
ん
と
高
山
清
さ

ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
４
年

間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
の
他

の
幹
事
お
よ
び
会
計
監
査
の

方
々
は
留
任
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

新
会
長
に
近
藤
源
一
郎
さ
ん
が
就
任

　第
４
回
定
期
連
協
総
会
を
開
催
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福
井
連
協
退
職
者
の
会
２
０
１
８
・
１
９
年
度
幹
事
会
役
員
体
制
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９
月
15
日
、
金
沢
市
で
開
催

の
北
陸
地
方
拡
大
幹
事
会
終
了

後
に
、
福
井
連
協
退
職
者
の
会

（
近
藤
源
一
郎
会
長
）
は
第
１

回
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

幹
事
会
の
冒
頭
近
藤
会
長

は
、
第
４
回
定
期
連
協
総
会
の

決
定
に
基
づ
い
た
①
会
員
の
拡

大
、
②
小
沢
ま
さ
ひ
と
後
援
会

活
動
の
推
進
、
③
福
井
東
部
支

部
が
主
催
す
る
「
お
も
て
な
し

イ
ベ
ン
ト
」
の
成
功
に
向
け
た

取
り
組
み
の
３
重
点
課
題
に
プ

ラ
ス
し
て
、
④
各
課
題
に
対
し

て
は
連
協
幹
事
会
で
意
見
の
補

強
し
て
取
り
組
む
―
―
こ
と
を

提
起
し
全
体
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

福
井
連
協
と
し
て
「
お
も
て

な
し
イ
ベ
ン
ト
行
事
」
が
全
支

部
を
一
巡
し
た
こ
と
か
ら
、
今

後
ど
の
よ
う
に
す
る
か
に
つ
い

て
は
第
４
回
連
協
総
会
で
「
検

討
す
る
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

幹
事
会
で
協
議
の
結
果
「
継
続
」

す
る
こ
と
と
し
、
２
０
２
０
年

は
福
井
南
部
支
部
が
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
４
月
の
統
一
地

方
選
挙
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｐ
労

組
組
織
内
議
員
で
あ
る
「
西
畑

ち
さ
よ
県
会
議
員
（
坂
井
市
選

挙
区
）
」
の
必
勝
と
Ｊ
Ｐ
労
組

北
陸
地
方
本
部
が
推
薦
す
る
候

補
者
の
必
勝
に
向
け
た
取
り
組

み
を
参
議
院
議
員
選
挙
で
の

「
小
沢
ま
さ
ひ
と
（
組
織
内
候

補
者
）
」
の
必
勝
に
向
け
た
取

り
組
み
と
セ
ッ
ト
で
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

会
員
の
拡
大
な
ど
具
体
的
取
り
組
み
を
確
認

第
１
回
連
協
幹
事
会
を
開
催

＝
候
補
予
定
者

＝

Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
組
織
内
候
補

　

県
議
会
・
坂
井
市
選
挙
区

　
　
　

西に
し

畑ば
た

知ち

佐さ

代よ　

現
２
期

 

（
Ｊ
Ｐ
労
組
）

県

　議

　会

　

福
井
市

　
　
　

井い

ノの

部べ

航こ
う

太た　

現
１
期

　

越
前
市

　
　
　

辻つ
じ　

　

一か
ず

憲の
り　

現
１
期

市
町
村
議
会

　

福
井
市

　
　
　

堀ほ
り

川か
わ　

秀ひ
で

樹き　

現
４
期

 

（
電
力
総
連
）

　

敦
賀
市

　
　
　

山や
ま

本も
と　

武た
け

志し　

 

新
人

　

高
浜
町

　
　
　

小お

幡ば
た　

憲の
り

仁ひ
と　

現
４
期

 

（
電
力
総
連
）

2018年４月18日開催の一乗谷朝倉遺跡散策

2016年11月11日開催のおもてなしイベント
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各
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
に

　工
夫
を
凝
ら
し
た
支
部
総
会
を
開
く

福
井
連
協
内
の
各
支
部
の
開
催
状
況

　

福
井
連
協
退
職
者
の

会
は
、
現
役
と
呼
応
し

て
同
じ
エ
リ
ア
の
４
支
部
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

支
部
（
会
員
73
人
）
は
、
８
月

29
日
（
水
）
に
若
狭
町
三
方
「
竹

の
子
」
で
〝
わ
い
わ
い
が
や
が

や
交
流
会
〟
を
兼
ね
た
支
部
総

会
＆
交
流
会
を
。
福
井
東
部
支

部
（
会
員
26
人
）
は
、
９
月
９

日
（
日
）
に
「
高
椋
公
民
館
」

で
支
部
総
会
を
開
催
し
、
そ
の

後
場
所
を
お
食
事
所
「
茶
柱
」

に
移
し
て
親
睦
交
流
会
を
。
福

井
支
部
（
会
員
56
人
）
は
、
９

月
22
日
（
土
）
に
ア
オ
ッ
サ
で
、

福
井
中
部
支
部
（
会
員

100
人
）

は
、
９
月
29
日
（
土
）
に
武
生

労
働
福
祉
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
支

部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
支
部
と
も
支
部
総
会
や
懇

親
交
流
会
へ
参
加
す
る
会
員
が

固
定
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
参
加
し
た
会
員

の
方
々
は
久
々
の
再
会
に
話
を

弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
支
部
の
活
動
方
針

も
「
親
睦
と
交
流
」
を
メ
イ
ン

に
し
つ
つ
、
会
員
の
拡
大
と
小

沢
ま
さ
ひ
と
必
勝
お
よ
び
「
お

も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
・
三
国
ま

つ
り
」
へ
の
積
極
的
参
加
を
内

容
と
し
た
も
の
で
、
支
部
総
会

は
盛
り
上
が
っ
た
中
に
終
了
し

ま
し
た
。

の
支
部
は
連
協
総

会
を
終
え
て
以
降

工
夫
を
凝
ら
し
た

支
部
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
福
井
南
部

三
国
祭
と
は　

今
に
伝
わ
る
湊
町
三
国
の
栄
華

　

福
井
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
三
国
祭
」
は
、
三
國
神
社
で
５
月
15
日
か

ら
21
日
の
後
日
祭
ま
で
執
り
行
わ
れ
る
格
式
あ
る
神
事
で
す
。

　

「
三
国
祭
」
は
北
陸
三
大
祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
山
車
屋
台
に
大
き
な
人
形

が
乗
り
、
子
ど
も
た
ち
の
祭
囃
子
で
練
り
歩
く
湊
町
三
国
の
祭
で
す
。

　

山
車
（
や
ま
）
の
高
さ
は
、
明
治
中
期
に
は
10
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
り
、
近
郷

の
村
々
か
ら
も
勇
壮
な
武
者
人
形
の
頭
が
見
え
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
高
さ
は
、
６
．
５
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、
日
本
海
に
育
ま
れ
た
湊
町
、
三

国
の
栄
華
と
人
々
の
気
概
は
今
も
変
わ
ら
ず
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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